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最終頁に続く

(57)【要約】
【課題】月めくりカレンダーなどの綴りシートを壁面等 
に吊り下げ保持させる綴りシートホルダにおいて、綴り 
シートを適切且つ容易に保持可能とする。
【解決手段】複数枚のシート体Ｓ１が重ね合わされて、 
各シート体Ｓ１を捲り上げることができるように端縁同 
士が綴られた綴り縁Ｓ２を有する綴りシートＳを、所望 
の被取付対象Ｐに対して吊り下げ保持する綴りシートホ 
ルダ１であって、被取付対象Ｐに固定される基台部３と 
、綴り縁Ｓ２を挟持する綴り縁保持部４と、を備え、綴 
り縁保持部４は、基台部３から前方に向かって突設され 
ており、基台部３を被取付対象Ｐに固定させたときに、 
綴り縁Ｓ２と被取付対象Ｐとの間に捲ったシート体Ｓ１ 
が通過し得る間隙Ｃを生じさせるべく、基台部３よりも 
前方位置に、綴り縁Ｓ２を差し込み挟持するスリット１ 
２が設けられる。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 枚 の シ ー ト 体 が 重 ね 合 わ さ れ て 、 各 シ ー ト 体 を 捲 り 上 げ る こ と が で き る よ う に 端 縁 同  
士 が 綴 ら れ た 綴 り 縁 を 有 す る 綴 り シ ー ト を 、 所 望 の 被 取 付 対 象 に 対 し て 吊 り 下 げ 保 持 す る  
綴 り シ ー ト ホ ル ダ で あ っ て 、
前 記 被 取 付 対 象 に 固 定 さ れ る 基 台 部 と 、
前 記 綴 り 縁 を 挟 持 す る 綴 り 縁 保 持 部 と 、 を 備 え 、
前 記 綴 り 縁 保 持 部 は 、 前 記 基 台 部 か ら 前 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ て お り 、 前 記 基 台 部 を 前 記  
被 取 付 対 象 に 固 定 さ せ た と き に 、 前 記 綴 り 縁 と 前 記 被 取 付 対 象 と の 間 に 捲 っ た 前 記 シ ー ト  
体 が 通 過 し 得 る 間 隙 を 生 じ さ せ る べ く 、 前 記 基 台 部 よ り も 前 方 位 置 に 、 前 記 綴 り 縁 を 差 し  
込 み 挟 持 す る ス リ ッ ト が 設 け ら れ た 、 綴 り シ ー ト ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 の 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 下 方 傾 斜 状 に 形 成 さ れ た 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 被 取 付 対 象 に 対 し て 左 右 水 平 方 向 に 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の ホ ル ダ 半 体 に よ り 構 成 さ れ  
、
前 記 ホ ル ダ 半 体 は そ れ ぞ れ 、 前 記 基 台 部 と 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 と を 備 え 、
前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 同 士 の 対 向 す る 内 側 か ら 左 右 外 側 に 向 か っ て 設 け ら れ  
た 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 台 部 は 、 前 記 被 取 付 対 象 の 左 右 水 平 方 向 に 延 設 さ れ る １ つ の 枠 体 で あ り 、
前 記 綴 り 縁 保 持 部 は 、 前 記 基 台 部 の 左 右 位 置 に そ れ ぞ れ 対 向 配 置 さ れ 、
前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 同 士 の 対 向 す る 内 側 か ら 左 右 外 側 に 向 か っ て 設 け ら れ  
た 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 綴 り 縁 保 持 部 は 、 前 記 基 台 部 に 沿 っ て 左 右 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 構 成 さ れ た 、 請 求 項  
４ に 記 載 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 月 め く り カ レ ン ダ ー な ど の 綴 り シ ー ト を 壁 面 等 に 吊 り 下 げ 保 持 さ せ る 綴 り シ ー  
ト ホ ル ダ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 月 め く り カ レ ン ダ ー な ど の 綴 り シ ー ト を 掛 合 保 持 し 、 室 内 の 壁 面 等 に 吊 り 下 げ る た  
め の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ に お い て 、 表 側 の シ ー ト 体 を 切 り 離 さ ず 、 裏 側 へ 捲 っ た 状 態 で 保 持  
可 能 に 構 成 さ れ た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 横 長 板 状 の カ レ ン ダ ー 保 持 具 で あ っ て 、 本  
体 の 前 面 に 開 口 す る 横 長 の ス リ ッ ト と 、 上 記 ス リ ッ ト か ら 本 体 内 部 を 通 っ て 下 縁 部 に 至 る  
横 長 の ガ イ ド 溝 と を 備 え て い る 。 ま た 、 上 記 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 本 体 前 面 に お け る ス リ  
ッ ト の 下 方 位 置 に 吊 り 下 げ フ ッ ク や ピ ン 等 の カ レ ン ダ ー 掛 合 部 が 設 け ら れ て お り 、 上 記 カ  
レ ン ダ ー 掛 合 部 に カ レ ン ダ ー の 綴 り 縁 を 掛 合 さ せ る 。 従 っ て 、 カ レ ン ダ ー の 表 側 の シ ー ト  
体 は 、 上 記 ス リ ッ ト か ら ガ イ ド 溝 を 通 し て 裏 側 へ 回 す こ と で 、 綴 り 縁 か ら 切 り 離 す こ と な  
く 保 存 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 金 属 板 に よ り 形 成 さ れ た 横 長 板 状 の カ レ ン  
ダ ー 用 綴 り 具 で あ っ て 、 本 体 の 下 辺 部 を 裏 面 上 部 に 向 け て Ｕ 字 状 に 折 り 曲 げ 、 そ の 折 曲 部  
の 隙 間 に カ レ ン ダ ー の 綴 り 縁 を 鉤 状 に 曲 げ て 挟 み 、 本 体 中 央 の 舌 状 部 を 綴 り 縁 に 上 方 か ら  
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挟 む よ う に 折 り 曲 げ る 。 こ れ に よ り 、 綴 り シ ー ト ホ ル ダ に 対 し て カ レ ン ダ ー が 掛 合 保 持 さ  
れ る 。 ま た 、 舌 状 部 を 上 記 の よ う に 折 り 曲 げ た と き 、 本 体 中 央 に 横 長 の ス リ ッ ト （ 窓 ） が  
形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 カ レ ン ダ ー の 表 側 の シ ー ト 体 は 、 上 記 ス リ ッ ト を 通 し て 裏 側 へ 回 す  
こ と で 、 綴 り 縁 か ら 切 り 離 す こ と な く 保 存 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 壁 掛 け カ レ ン ダ ー の 補 助 吊 り 具 で あ っ て 、  
カ レ ン ダ ー の 綴 り 縁 の 左 右 側 端 に 掛 合 保 持 可 能 な 一 対 の 吊 り 具 本 体 に よ っ て 構 成 さ れ て い  
る 。 吊 り 具 本 体 は 、 上 縁 の 左 右 側 端 に 突 片 （ 舌 状 部 お よ び 吊 り 部 ） が 設 け ら れ た 略 矩 形 状  
の 金 属 板 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 上 縁 中 央 に 、 カ レ ン ダ ー の 綴 り 縁 を 鉤 状 に 曲 げ た 状 態 で  
掛 合 さ せ 、 舌 状 部 を 上 記 綴 り 縁 に 上 方 か ら 挟 む よ う に 折 り 曲 げ る 。 こ れ に よ り 、 綴 り シ ー  
ト ホ ル ダ に 対 し て カ レ ン ダ ー が 掛 合 保 持 さ れ る 。 ま た 、 吊 り 部 に は 、 紐 孔 が 開 設 さ れ て お  
り 、 綴 り シ ー ト ホ ル ダ に 掛 合 保 持 さ れ た カ レ ン ダ ー は 、 左 右 の 吊 り 具 本 体 の 紐 孔 相 互 間 に  
架 設 さ れ た 紐 に よ っ て 壁 面 等 に 吊 り 下 げ ら れ る 。 従 っ て 、 カ レ ン ダ ー の 表 側 の シ ー ト 体 は  
、 綴 り 縁 の 上 方 か ら 裏 側 へ 回 す こ と で 、 綴 り 縁 か ら 切 り 離 す こ と な く 保 存 し て お く こ と が  
で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ５ ４ ０ ７ ３ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 実 全 平 １ － ４ ８ ２ ７ ８ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ ４ ３ ９ 号
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ お よ び ２ の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 左 右 幅 が ス リ ッ ト よ り 大 き い  
綴 り シ ー ト の 場 合 、 ス リ ッ ト に 対 し て シ ー ト 体 を 適 切 に 挿 通 で き な い た め 、 汎 用 性 が 低 い  
。 一 方 で 、 特 許 文 献 ３ の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 左 右 幅 が 異 な る 綴 り シ ー ト で あ っ て も 使 用  
可 能 で あ る 。 と こ ろ が 、 こ の も の で は 、 綴 り シ ー ト を 掛 合 さ せ る 際 に 、 綴 り シ ー ト の 綴 り  
縁 を 手 で 鉤 状 に 曲 げ た 状 態 の ま ま 、 本 体 の 上 縁 中 央 に 掛 合 さ せ 、 さ ら に 舌 状 部 を 折 り 曲 げ  
て 固 定 す る 必 要 が あ る た め 、 綴 り シ ー ト の 吊 り 下 げ 作 業 に 手 間 が か か る し 、 綴 り 縁 に 対 す  
る 綴 り シ ー ト ホ ル ダ の 取 付 精 度 に ば ら つ き も 生 じ 易 い 。 し か も 、 こ の も の で は 、 紐 の 張 力  
が 綴 り シ ー ト の 綴 り 縁 の 左 右 端 に 加 わ る た め 、 綴 り 縁 の 剛 性 に よ っ て は 、 綴 り シ ー ト が 撓  
ん で 視 認 性 を 損 ね た り 、 全 体 の 美 観 を 損 ね た り す る 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 特 許 文 献 ２ お よ び ３ の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 綴 り シ ー ト を 取 り 換 え る 度 に 、 舌 状  
部 を 曲 げ 伸 ば し す る 必 要 が あ る か ら 、 破 損 や 過 度 の 変 形 が 生 じ 、 綴 り シ ー ト を 適 切 に 掛 合  
保 持 で き な く な る 虞 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 考 案 は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 被 取 付 部 に 対 し て 綴 り シ ー ト  
を 容 易 且 つ 適 切 に 吊 り 下 げ 保 持 可 能 な 綴 り シ ー ト ホ ル ダ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 以 下 の 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る  
。
【 ０ ０ １ １ 】
本 考 案 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ は 、 複 数 枚 の シ ー ト 体 が 重 ね 合 わ さ れ て 、 各 シ ー ト 体 を 捲 り 上  
げ る こ と が で き る よ う に 端 縁 同 士 が 綴 ら れ た 綴 り 縁 を 有 す る 綴 り シ ー ト を 、 所 望 の 被 取 付  
対 象 に 対 し て 吊 り 下 げ 保 持 す る 綴 り シ ー ト ホ ル ダ で あ っ て 、 前 記 被 取 付 対 象 に 固 定 さ れ る  
基 台 部 と 、 前 記 綴 り 縁 を 挟 持 す る 綴 り 縁 保 持 部 と 、 を 備 え 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 は 、 前 記 基  
台 部 か ら 前 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ て お り 、 前 記 基 台 部 を 前 記 被 取 付 対 象 に 固 定 さ せ た と き  
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に 、 前 記 綴 り 縁 と 前 記 被 取 付 対 象 と の 間 に 捲 っ た 前 記 シ ー ト 体 が 通 過 し 得 る 間 隙 を 生 じ さ  
せ る べ く 、 前 記 基 台 部 よ り も 前 方 位 置 に 、 前 記 綴 り 縁 を 差 し 込 み 挟 持 す る ス リ ッ ト が 設 け  
ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
好 ま し く は 、 前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 の 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 下 方 傾 斜 状 に  
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
好 ま し く は 、 前 記 被 取 付 対 象 に 対 し て 左 右 水 平 方 向 に 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の ホ ル ダ 半 体 に  
よ り 構 成 さ れ 、 前 記 ホ ル ダ 半 体 は そ れ ぞ れ 、 前 記 基 台 部 と 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 と を 備 え 、  
前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 同 士 の 対 向 す る 内 側 か ら 左 右 外 側 に 向 か っ て 設 け ら れ  
た る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
或 い は 、 前 記 基 台 部 は 、 前 記 被 取 付 対 象 の 左 右 水 平 方 向 に 延 設 さ れ る １ つ の 枠 体 で あ り 、  
前 記 綴 り 縁 保 持 部 は 、 前 記 基 台 部 の 左 右 位 置 に そ れ ぞ れ 対 向 配 置 さ れ 、 前 記 ス リ ッ ト は 、  
前 記 綴 り 縁 保 持 部 同 士 の 対 向 す る 内 側 か ら 左 右 外 側 に 向 か っ て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 好 ま し く は 、 前 記 綴 り 縁 保 持 部 は 、 前 記 基 台 部 に 沿 っ て 左 右 に ス ラ イ ド 移 動 可 能  
に 構 成 さ れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 考 案 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ に よ れ ば 、 基 台 部 を 被 取 付 対 象 に 固 定 さ せ る と 共 に 、 綴 り 縁 保  
持 部 の ス リ ッ ト に 綴 り シ ー ト の 綴 り 縁 を 差 し 込 み 挟 持 さ せ る こ と で 、 被 取 付 対 象 に 対 し て  
綴 り シ ー ト を 容 易 且 つ 適 切 に 吊 り 下 げ 状 態 で 保 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ の 使 用 状 態 を 示 す 側 方 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ホ ル ダ 半 体 の 正 面 図 （ ａ ） 、 左 側 面 図 （ ｂ ） 、 お よ び 平 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 ホ ル ダ 半 体 の 背 面 図 （ ｄ ） 、 右 側 面 図 （ ｅ ） 、 お よ び 底 面 図 （ ｆ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 形 態 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ の 斜 視 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 綴 り シ ー ト ホ ル ダ を 、 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 尚 、 以 下 に  
説 明 す る 実 施 形 態 は 、 本 考 案 を 具 体 化 し た 一 例 で あ っ て 、 そ の 具 体 例 を も っ て 本 考 案 の 構  
成 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ は 、 月 め く り カ レ ン ダ ー  
や 飲 食 店 の 料 理 メ ニ ュ ー 、 施 設 の イ ベ ン ト 案 内 な ど の 綴 り シ ー ト Ｓ を 所 望 の 被 取 付 対 象 （  
こ こ で は 、 壁 面 Ｐ ） に 吊 り 下 げ 保 持 さ せ る も の で あ る 。 尚 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 綴 り  
シ ー ト Ｓ は 、 月 め く り カ レ ン ダ ー で あ っ て 、 表 面 に 月 単 位 の カ レ ン ダ ー が 印 刷 さ れ た 縦 長  
長 方 形 状 の シ ー ト 体 Ｓ １ を 複 数 枚 重 ね 合 わ せ て 、 そ れ ら 各 シ ー ト 体 Ｓ １ を 捲 り 上 げ る こ と  
が で き る よ う に 端 縁 （ 上 縁 ） 同 士 を シ ー ト 体 Ｓ １ よ り も 曲 げ 剛 性 の 高 い 台 紙 で 挟 ん で 綴 る  
こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上 記 の よ う に 綴 ら れ た 綴 り 縁 （ 以 下 、 「 シ ー ト 綴 り  
部 」 と い う ） Ｓ ２ は 、 左 右 の 端 部 に て 両 持 梁 状 に 支 持 さ れ て 、 中 央 部 に 自 重 程 度 の 曲 げ 応  
力 が 加 わ っ て も 、 過 剰 に 撓 ま な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ は 、 左 右 対 称 に 構 成 さ れ た 一 対 の ホ ル ダ 半 体 ２ に よ り 構 成 さ れ て お り  
、 こ れ ら ホ ル ダ 半 体 ２ を 左 右 水 平 方 向 に 離 間 し て 対 向 配 置 さ せ た 状 態 で 、 壁 面 Ｐ に 取 り 付  
け ら れ る 。 詳 し く は 、 ホ ル ダ 半 体 ２ は そ れ ぞ れ 、 壁 面 Ｐ に 対 し て 左 右 に 所 定 の 距 離 離 し て  
配 置 し 、 軸 部 ６ 相 互 の 軸 線 を 一 致 さ せ た 状 態 で 、 壁 面 Ｐ に ネ ジ 留 め 固 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 ホ ル ダ 半 体 ２ は 、 壁 面 Ｐ に 固 定 可 能 な 基 台 部 ３ と 、 基 台 部 ３ か  
ら 前 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ る 綴 り 縁 保 持 部 と し て の 支 柱 部 ４ と 、 支 柱 部 ４ の 前 端 部 （ 以 下  
、 「 支 柱 前 端 部 」 と い う ） ５ か ら 左 右 側 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ る 軸 部 ６ と を 備 え て い る 。  
尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 柱 部 ４ の 延 長 方 向 （ 前 後 水 平 方 向 ） を 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ の 前 後  
方 向 、 軸 部 ６ の 延 長 方 向 （ 左 右 水 平 方 向 ） を 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ の 左 右 方 向 、 支 柱 部 ４ お  
よ び 軸 部 ６ の そ れ ぞ れ の 延 長 方 向 に 直 交 す る 方 向 （ 上 下 垂 直 方 向 ） を 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １  
の 上 下 方 向 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 基 台 部 ３ 、 支 柱 部 ４ 、 お よ び 軸 部 ６ は 何 れ も 、 真 鍮 や ア ル ミ ニ ウ  
ム 、 ス テ ン レ ス な ど の 金 属 素 材 に よ り 形 成 さ れ て い る が 、 壁 面 Ｐ （ 被 取 付 対 象 ） に 対 し て  
綴 り シ ー ト Ｓ を 適 切 に 吊 り 下 げ 保 持 可 能 で あ れ ば 、 基 台 部 ３ 、 支 柱 部 ４ 、 お よ び 軸 部 ６ は  
、 そ の 何 れ か １ つ 又 は ２ つ 、 或 い は 全 部 が 合 成 樹 脂 素 材 や 木 材 、 陶 器 な ど に よ り 形 成 さ れ  
た も の で あ っ て も よ い し 、 そ れ ら 複 数 の 材 料 を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ た も の で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
基 台 部 ３ は 、 上 下 に 長 い 略 長 方 形 状 の 板 体 で あ る 。 基 台 部 ３ の 上 下 の 端 部 に は そ れ ぞ れ 、  
固 定 用 の ネ ジ 孔 ７ が 設 け ら れ て お り 、 基 台 部 ３ は 、 壁 面 Ｐ に 対 し て 固 定 ネ ジ （ 図 示 せ ず ）  
に よ り 前 方 か ら ネ ジ 留 め 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
支 柱 部 ４ は 、 前 後 に 長 い 略 四 角 柱 状 の 棒 体 で あ り 、 そ の 後 端 部 （ 以 下 、 「 支 柱 後 端 部 」 と  
い う ） ８ が 基 台 部 ３ の 前 面 に お け る 上 下 間 の 中 央 部 に 、 後 面 側 か ら 連 結 ネ ジ ９ に よ り 連 結  
固 定 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 柱 部 ４ は 、 支 柱 後 端 部 ８ が 基 台 部  
３ に 連 結 ネ ジ ９ に よ り 連 結 固 定 さ れ て い る が 、 支 柱 後 端 部 ８ が 基 台 部 ３ に 対 し て 溶 接 等 に  
よ り 一 体 的 に 連 結 固 定 さ れ た も の で あ っ て も よ い し 、 基 台 部 ３ と 一 体 成 形 さ れ た も の で あ  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
軸 部 ６ は 、 左 右 に 長 い 略 円 柱 状 の 棒 体 で あ り 、 そ の 基 端 部 （ 以 下 、 「 軸 基 端 部 」 と い う ）  
１ ０ が 支 柱 部 ４ の 他 方 の ホ ル ダ 半 体 ２ 側 の 側 面 部 （ 以 下 、 「 支 柱 内 側 面 部 」 と い う ） １ １  
に お け る 支 柱 前 端 部 ５ 寄 り の 位 置 に 連 結 固 定 さ れ て い る 。 即 ち 、 軸 部 ６ は 、 支 柱 部 ４ に お  
け る 基 台 部 ３ よ り も 前 方 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 軸 部 ６ は 、 軸 基 端  
部 １ ０ が 支 柱 内 側 面 部 １ １ に 設 け ら れ た 軸 挿 通 孔 （ 図 示 せ ず ） に 嵌 挿 さ れ 、 溶 接 等 に よ り  
一 体 的 に 連 結 固 定 さ れ て い る が 、 軸 基 端 部 １ ０ が 上 記 軸 挿 通 孔 に 螺 合 接 続 さ れ た も の で あ  
っ て も よ い し 、 支 柱 部 ４ と 一 体 成 形 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
軸 部 ６ に は 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 差 し 込 み 挟 持 す る ス リ ッ ト １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 即 ち  
、 支 柱 部 ４ に お け る 基 台 部 ３ よ り も 前 方 位 置 に は 、 ス リ ッ ト １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ  
て 、 基 台 部 ３ を 壁 面 Ｐ に 固 定 さ せ た と き 、 ス リ ッ ト １ ２ に 挟 持 さ せ た シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ と  
壁 面 Ｐ と の 間 に は 、 捲 っ た シ ー ト 体 Ｓ １ が 通 過 し 得 る 間 隙 Ｃ が 画 成 さ れ る （ 図 １ お よ び 図  
２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ス リ ッ ト １ ２ は 、 軸 部 ６ の 先 端 部 （ 以 下 、 「 軸 先 端 部 」 と い う ） １ ３ か ら 軸 基 端 部 １ ０ に  
向 か っ て 左 右 水 平 方 向 に 延 長 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ス リ ッ ト １ ２ は 、 軸 先 端  
部 １ ３ か ら 軸 基 端 部 １ ０ に 亘 っ て 形 成 さ れ て お り 、 軸 部 ６ を そ の 軸 線 に 沿 っ て 径 方 向 に 二  
分 割 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 ス リ ッ ト １ ２ は 、 軸 先 端 部 １ ３ 側 か ら 見 て 支 柱 ４ の 前 上 方 へ 傾 斜 す る 角 度 （ こ こ で  
は 、 ４ ５ 度 前 上 方 ） に 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 ス リ ッ ト １ ２ は 、 支 柱 ４ の 前 方 か ら 後 方 に  
向 か っ て 下 方 傾 斜 状 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ は 、 軸 部 ６ の 径 方 向 前  
上 方 か ら 後 下 向 き に 傾 斜 し た 状 態 で ス リ ッ ト １ ２ に 保 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
軸 部 ６ の 周 面 部 に は 、 締 付 用 の ネ ジ 孔 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ネ ジ 孔 １ ４ は 、 軸 部 ６ の 周  
面 部 に お け る 左 右 間 の 略 中 央 部 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ネ ジ 孔 １ ４ は 、 軸 部 ６ の 周 面 部  
に 、 ス リ ッ ト １ ２ の 傾 斜 方 向 と 直 交 す る 径 方 向 か ら ス リ ッ ト １ ２ の 内 側 ま で 貫 設 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ネ ジ 孔 １ ４ に は 、 ス リ ッ ト １ ２ に 差 し 込 ま れ た シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 締 付 保 持 す る た め の 締  
付 ネ ジ １ ５ が 螺 合 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 ス リ ッ ト １ ２ に シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 差 し 込 み 、 締  
付 ネ ジ １ ５ を ネ ジ 孔 １ ４ に 螺 入 さ せ る こ と で 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ は 、 ス リ ッ ト １ ２ に て 強  
固 に 掛 合 保 持 さ れ る 。 尚 、 締 付 ネ ジ １ ５ は 、 つ ま み ネ ジ で あ っ て 、 使 用 者 の 手 で 容 易 に 締  
め 付 け た り 緩 め た り す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 締 付 ネ ジ １ ５ は 、 軸 部 ６  
の 周 面 部 の 前 下 方 位 置 に 設 け ら れ た ネ ジ 孔 １ ４ に 螺 合 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 使 用 者 は 、 締  
付 ネ ジ １ ５ を 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ の 前 側 か ら 容 易 に 締 め 付 け た り 緩 め た り す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ を 壁 面 Ｐ に 固 定 す る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 左 右 の ホ ル ダ  
半 体 ２ の 支 柱 内 側 面 部 １ １ 相 互 間 の 距 離 を 、 予 め 綴 り シ ー ト Ｓ の 左 右 幅 寸 法 と 略 一 致 す る  
大 き さ に 調 整 し 、 基 台 部 ３ を そ れ ぞ れ 壁 面 Ｐ に ネ ジ 留 め 固 定 さ せ る （ 図 １ 参 照 ） 。 こ れ に  
よ り 、 左 右 の ホ ル ダ 半 体 ２ に 設 け ら れ た ス リ ッ ト １ ２ は 何 れ も 、 支 柱 ４ の 前 方 上 向 き に 開  
口 し た 姿 勢 で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ の 左 右 の 端 部 を そ れ ぞ れ 、 左 右 の ホ ル ダ 半 体 ２ の ス リ ッ ト １ ２ に  
軸 部 ６ の 前 上 方 か ら 差 し 込 む 。 こ れ に よ り 、 綴 り シ ー ト Ｓ は 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ が 後 下 方  
へ 折 り 曲 げ ら れ 、 且 つ シ ー ト 体 Ｓ １ が 軸 部 ６ の 前 方 か ら 垂 れ 下 が っ た 状 態 で 、 左 右 の ホ ル  
ダ 半 体 ２ に て 両 持 梁 状 に 保 持 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ま た こ の と き 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ は 、  
下 縁 部 （ 前 側 の 縁 部 ） が シ ー ト 体 Ｓ １ の 自 重 に よ っ て 下 向 き に 引 っ 張 ら れ た 状 態 と な る 。  
従 っ て 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ は 、 ス リ ッ ト １ ２ か ら 容 易 に 抜 け 落 ち な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に こ の 状 態 で 、 左 右 の 締 付 ネ ジ １ ５ を そ れ ぞ れ 軸 部 ６ の ネ ジ 孔 １ ４ に 螺 入 さ せ れ ば 、  
シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ が ス リ ッ ト １ ２ に て よ り 強 固 に 掛 合 保 持 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 綴 り シ ー  
ト Ｓ は 、 壁 面 Ｐ に 対 し て 抜 け 止 め 状 態 で 吊 り 下 げ 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 綴 り シ ー ト Ｓ の 表 側 の シ ー ト 体 Ｓ １ は 、 軸 部 ６ の 外 周 に 巻 き 付 け る よ う に 捲 り 上 げ  
て 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ と 壁 面 Ｐ と の 間 隙 Ｃ に 挿 通 さ せ れ ば 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ か ら 切 り 離  
す こ と な く 、 綴 り シ ー ト Ｓ の 裏 側 に て 保 持 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の よ う に 、 上 記 実 施 形 態 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ は 、 複 数 枚 の シ ー ト 体 Ｓ １ が 重 ね 合 わ さ  
れ て 、 各 シ ー ト 体 Ｓ １ を 捲 り 上 げ る こ と が で き る よ う に 端 縁 同 士 が 綴 ら れ た シ ー ト 綴 り 部  
Ｓ ２ （ 綴 り 縁 ） を 有 す る 綴 り シ ー ト Ｓ を 、 所 望 の 壁 面 Ｐ （ 被 取 付 対 象 ） に 対 し て 吊 り 下 げ  
保 持 す る も の で あ っ て 、 壁 面 Ｐ に 固 定 さ れ る 基 台 部 ３ と 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 挟 持 す る 支  
柱 部 ４ （ 綴 り 縁 保 持 部 ） と を 備 え 、 支 柱 部 ４ は 、 基 台 部 ３ か ら 前 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ て  
お り 、 基 台 部 ３ を 壁 面 Ｐ に 固 定 さ せ た と き に 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ と 壁 面 Ｐ と の 間 に 捲 っ た  
シ ー ト 体 Ｓ １ が 通 過 し 得 る 間 隙 Ｃ を 生 じ さ せ る べ く 、 基 台 部 ３ よ り も 前 方 位 置 に 、 シ ー ト  
綴 り 部 Ｓ ２ を 差 し 込 み 挟 持 す る ス リ ッ ト １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 基 台 部 ３ を 壁 面 Ｐ に 固 定 さ せ る と 共 に 、 支 柱 部 前 端 部 ５ に 設 け ら れ た  
軸 部 ６ の ス リ ッ ト １ ２ に シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 差 し 込 み 挟 持 さ せ る こ と で 、 壁 面 Ｐ に 対 し て  
綴 り シ ー ト Ｓ が 吊 り 下 げ 状 態 で 保 持 さ れ る か ら 、 綴 り シ ー ト Ｓ の 吊 り 下 げ 作 業 に 手 間 が か  
か ら な い し 、 綴 り シ ー ト Ｓ を 安 定 し た 姿 勢 で 吊 り 下 げ 保 持 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た  
、 こ の も の で は 、 綴 り シ ー ト Ｓ を 掛 合 保 持 さ せ る に あ た り 、 そ の 掛 合 部 自 体 （ 支 柱 部 ４ ）  
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を 曲 げ た り 伸 ば し た り す る 必 要 が な い か ら 、 破 損 や 変 形 も 生 じ 難 い 。 こ れ に よ り 、 壁 面 Ｐ  
に 対 し て 綴 り シ ー ト Ｓ を 容 易 且 つ 適 切 に 吊 り 下 げ 状 態 で 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 ス リ ッ ト １ ２ は 、 支 柱 部 ４ （ 綴 り 縁 保 持 部 ） の 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 下 方 傾 斜 状  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス リ ッ ト １ ２ に 対 し て シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 軸 部 ６ の 径 方 向 前 上 方 か ら  
差 し 込 む だ け で 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ が 後 下 方 へ 折 り 曲 げ ら れ 、 且 つ シ ー ト 体 Ｓ １ が 軸 部 ６  
の 前 方 か ら 垂 れ 下 が っ た 状 態 で 保 持 さ れ る か ら 、 壁 面 Ｐ に 対 し て 綴 り シ ー ト Ｓ を 一 層 容 易  
且 つ 適 切 に 吊 り 下 げ 状 態 で 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ は 、 壁 面 Ｐ （ 被 取 付 対 象 ） に 対 し て 左 右 水 平 方  
向 に 対 向 配 置 さ れ る 一 対 の ホ ル ダ 半 体 ２ に よ り 構 成 さ れ 、 ホ ル ダ 半 体 ２ は そ れ ぞ れ 、 基 台  
部 ３ と 、 支 柱 部 ４ （ 綴 り 縁 保 持 部 ） と を 備 え 、 ス リ ッ ト １ ２ は 、 支 柱 部 ４ 同 士 の 対 向 す る  
内 側 か ら 左 右 外 側 に 向 か っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ は 、 壁 面 Ｐ に 固 定 さ れ た 左 右 の ホ ル ダ 半 体 ２ に て 支  
持 さ れ る た め 、 シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ の 曲 げ 剛 性 が 低 く て も 、 綴 り シ ー ト Ｓ が 撓 み 難 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
尚 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 基 台 部 ３ は 、 上 下 に 長 い 略 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 壁 面 Ｐ  
に 対 し て 適 切 に 固 定 可 能 で あ れ ば 、 左 右 に 長 い 略 長 方 形 状 に 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ  
い し 、 前 方 視 略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 基 台 部 ３ が 壁 面 Ｐ （ 被 取  
付 対 象 ） の 左 右 水 平 方 向 に 延 設 さ れ る １ つ の 横 長 板 状 の 枠 体 で あ り 、 支 柱 部 ４ （ 綴 り 縁 保  
持 部 ） は 、 上 記 基 台 部 ３ の 左 右 位 置 に そ れ ぞ れ 対 向 配 置 さ れ 、 ス リ ッ ト １ ２ は 、 支 柱 部 ４  
同 士 の 対 向 す る 内 側 か ら 左 右 外 側 に 向 か っ て 設 け ら れ た も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 壁 面 Ｐ に 対 し て 左 右 の ホ ル ダ 半 体 ２ を そ れ ぞ れ 個 別 に 固 定 す る  
こ と で 、 支 柱 内 側 面 部 １ １ 相 互 間 の 距 離 を 調 整 す る よ う に 構 成 さ れ た も の を 説 明 し た が 、  
図 ５ に 示 す よ う に 、 基 台 部 ３ が 壁 面 Ｐ （ 被 取 付 対 象 ） の 左 右 水 平 方 向 に 延 設 さ れ る １ つ の  
横 長 板 状 の 枠 体 で あ り 、 支 柱 部 ４ （ 綴 り 縁 保 持 部 ） は 、 上 記 基 台 部 ３ に 沿 っ て 左 右 に ス ラ  
イ ド 移 動 可 能 に 構 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
詳 述 す る と 、 基 台 部 ３ は 、 左 右 の 支 柱 部 ４ 相 互 を 連 結 支 持 す る １ つ の 横 長 板 状 の 枠 体 で あ  
っ て 、 そ の 前 面 部 （ 以 下 、 「 基 台 前 面 部 」 と い う ） ２ １ に は 、 長 さ 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 延  
長 し て 溝 部 ２ ２ が 開 設 さ れ て い る 。 ま た 、 左 右 の 支 柱 部 ４ は そ れ ぞ れ 、 支 柱 後 端 部 ８ が 溝  
部 ２ ２ に 対 し て ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 基 台 前 面 部 ２ １ か ら 前 方 に 突 出 し て  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の も の で は 、 先 に 基 台 部 ３ を 壁 面 Ｐ に 固 定 さ せ て か ら 、 使 用 す る 綴 り シ ー ト Ｓ の 左 右 幅  
寸 法 に 合 わ せ て 支 柱 内 側 面 部 １ １ 相 互 間 の 距 離 を 調 整 す る こ と が で き る か ら 、 綴 り シ ー ト  
Ｓ の 吊 り 下 げ 作 業 に 一 層 手 間 が か か ら な い し 、 綴 り シ ー ト Ｓ を よ り 安 定 し た 姿 勢 で 吊 り 下  
げ 保 持 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 壁 面 Ｐ に 対 し て 綴 り シ ー ト Ｓ を よ り 容 易 且  
つ 適 切 に 吊 り 下 げ 状 態 で 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
し か も 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 支 柱 部 ４ を 左 右 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ る だ け で 、 支 柱 内 側 面 部  
１ １ 相 互 間 の 距 離 を 調 整 す る こ と が で き る か ら 、 異 な る 左 右 幅 の 綴 り シ ー ト Ｓ に 取 り 替 え  
る 場 合 で あ っ て も 、 手 間 な く 安 定 し た 姿 勢 で 綴 り シ ー ト Ｓ を 吊 り 下 げ 保 持 さ せ る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 締 付 ネ ジ １ ５ に よ っ て シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 締 め 付 け 保 持 す る よ  
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う に 構 成 さ れ た も の を 説 明 し た が 、 ス リ ッ ト １ ２ に て シ ー ト 綴 り 部 Ｓ ２ を 所 定 の 押 圧 力 に  
て 挟 持 可 能 で あ れ ば 、 ネ ジ 孔 １ ４ お よ び 締 付 ネ ジ １ ５ に 代 え て 、 軸 部 ６ に お け る ス リ ッ ト  
１ ２ の 内 側 に 板 バ ネ や バ ネ 付 き 突 起 な ど の 押 圧 子 が 設 け ら れ 、 上 記 押 圧 子 に よ っ て シ ー ト  
綴 り 部 Ｓ ２ を 圧 接 保 持 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
上 記 綴 り シ ー ト ホ ル ダ １ は 何 れ も 、 基 台 部 ３ を 適 切 に 支 持 固 定 可 能 で あ れ ば 、 室 内 の 壁 面  
Ｐ に 限 ら ず 、 ポ ス タ ー 等 を 展 示 す る た め の 展 示 パ ネ ル や 専 用 の ス タ ン ド 、 イ ー ゼ ル 、 移 動  
ワ ゴ ン な ど 、 様 々 な 被 取 付 対 象 に 取 り 付 け て 使 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１       綴 り シ ー ト ホ ル ダ
２       ホ ル ダ 半 体
３       基 台 部
４       支 柱 部 （ 綴 り 縁 保 持 部 ）
６       軸 部
１ ２     ス リ ッ ト
Ｃ       間 隙
Ｐ       壁 面 （ 被 取 付 対 象 ）
Ｓ       綴 り シ ー ト
Ｓ １     シ ー ト 体
Ｓ ２     シ ー ト 綴 り 部 （ 綴 り 縁 ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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